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と向かった。整備された高速道路は、町の電飾に照らされる夜、いっそう華やいでいる。大都会の合間をぐんぐん掻き分けると立ち並ぶ新しいビル群。新宿の高層ビル街が至るところで乱立してい ように見え、建設ラッシュの凄まじさに驚かされた。一年どころか数カ月 経過で、 「浦島太郎」になってしまいそうだ。
　朝陽区にある中国中央電視台の新しいビ
ルなど、奇想天外の設計デザイン。街の広告看板ひとつ取っても、赤を基調とするデザインの豊富さに加えて、中国の独特さがあるようで面白い。視覚に入るものすべて刺激的と思えるほ 北京市によりこちらも満ち溢れる。出会う人々と町並み。フォトグラファーである私に ん 第一印象をもたらしてくれ のか。オリンピックを控えたこの街を知るには、まずは車窓から、と思っていた。流れる目前の景色が瞬時に消えるとき、果たしてどの な画像が記憶として残るのか。その印象から本質的な断片を探せたら、と懸命に見つめていたのだが…。
　空港バスから降りるとき、私は突如リキ









































あるとき夜市へと出かけてみた。蜂の子、蝉の幼虫、ムカデ、サソリ、ザリガニ、ヒトデなど。いわゆるゲテモノの串焼きを取り扱うスタンドショップが 軒を連ねている。これらは主に油で揚げて食する。 んな勇者が試すのか、眺めるのが楽し 。だが、自ら試すとなると、躊躇った。
　北京市では、さまざまな好奇心に駆られ
る。いい方向性に向かって生まれ変わりたい、という願望があ 、異 る価値観を受け入れ ことを心がける。だが、私の育った環境と折り合いのつかない場合が ことも確かであ
　それは中国を撮るときにもいえること。
中国人の目と日本人としての目 、どのように融合していくか。客観性と主体 がどのように折り重なる …。
　人口一六三六万人の北京市には、様々な
民族が寄り集まっている。それは先鋭化する現代的な中国そのもの。吸収しきれぬ程の溢れる刺激と躍動感に満ち溢れている。そうした生命力に焦点を当てるこ で、私にも何らかのプリミティブな強さが呼び起こされるかのように思えた…。  （いまおか 　まさこ／フォトグラファー）
火鍋の店が建ち並ぶ場所では、その一帯が赤い電飾の光に包まれていた
